










純 資 産 変 動 計 算 書

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

I 資本金 II 資本剰余金 III 利益剰余金

資本金 資本 減価償却相当 減損損失相当 利息費用相当 除売却差額相当 資本 教育研究診療
純資産

政府 剰余金 前中期目標期間 積立金 当期未処分利益 利益剰余金合計 合計
出資金 合計 剰余金 累計額（一 ） 累計額(-) 累計額(-) 累計額（一 ） 合計 繰越積立金 環境整備積立金 うち当期総利益

当期首残高 14,099,849 14,099,849 13,316,266 △8,272,966 △8,213 △13,007 △883,168 4,138,910 932,817 [, 378,987 932,890 1,382,019 4,626, 714 22,865,474 

当期変動額

］ 資本金の当期変載額

II 資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得 1,105,917 1,105,917 1, 105, 917 

固定資産の除売却 △4,172 246,667 △274,001 △31,506 △31,506 

減価償却 △513,211 △513, 211 △513,211 

固定資産の減損
時の経過による資産除去債務の増加 △806 △806 △806 

資産除去債務の履行に伴う取り崩し 3,877 2,574 6,451 6,451 

m 利益剰余金（又は繰越欠損金）の当期変動額

(1) 利益の処分又は損失 の処理

前中期目標期間からの繰越し 4,625,306 ー △4,625,306
国庫納付金の納付 △1,407 △1,407 △1,407 
積立金への振替 △932, 817 △1,378,987 3, 693, 823 △1, 382, 019 

(2) その他

当期純利益（又は当期純損失 ） 3,802, 715 3,802, 715 3,802, 715 3,802, 715 
前中期目標期間繰越積立金取崩額 674,125 674,125 △795,438 121,313 121,313 △674,125 

当期変動額 合計 1,775,870 △262,666 1,767 △274,001 1,240,969 2,897,050 △1,378,987 △932,890 2,542,009 3,924,029 3,127,182 4,368,151 

当期末残高 14,099,849 14,099,849 15,092,136 △8,535,632 △8,213 △11,239 △1,157,170 5,379,880 3,829,867 3,924,029 3,924,029 7,753,896 27,233,626 

（単位：千円）

（注1)会計基準変更による残高の変動
令和3事業年度末の狭義の資本剰余金の残高は12,433, 097千円であり、 ここから除売却差額相当累計額△883,168千円を独立掲記することにより、 令和4事業年度の純資産変動計算書における狭義の資本剰余金の期首残高13,316, 266千円となります。
（注2)積立金の国庫納付等
1 前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は932,890千円であり、 これに前中期目標期間の最終年度の未処分利益1,382,019千円、 令和3年事業年度末における前中期目標期間繰越積立金の使用残額932,817千円及び目的積立金の使用残額1,378, 987
　　千円を加えると、 積立金は4,626,714千円となります。
2　この積立金4,626,714千円のうち、 今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い等として繰越の承認を受けた額は4,625, 306千円であり、 菜し引き1,407千円は国庫に納付しました。
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（金融商品関係）

金融商品の状況に関する事項

当法人は、資金運用については預金、国債、地方債及び政府保証債等に限定し、資金調達について

は大学改革支援・学位授与機構からの借入れに限定しております。

資金運用にあたっては、国立大学法人法第３５条が準用する独立行政法人通則法第４７条の規定に

基づき、ＡＡ格以上の社債を保有しております。なお、当該運用資産は、金利の変動による市場リス

クや信用リスク等を包含しておりますが、国立大学法人滋賀医科大学資金運用方針に基づき適切なリ

スク管理を実施し、資金の運用状況について、財務委員会、経営協議会及び役員会に報告しておりま

す。

未収附属病院収入は国立大学法人滋賀医科大学債権管理要領に沿ってリスク管理を行っております。

大学改革支援・学位授与機構債務負担金及び長期借入金の使途は附属病院の整備資金であり、文部

科学大臣の事前承認に基づいて借入れを実施しております。

金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

なお、現金は注記を省略しており、預金、未収入金及び未払金は短期間で決済されるため時価が帳

簿価額に近似することから、注記を省略しております。

(単位：千円)

投資有価証券及び

有価証券

満期保有目的の債券

未収附属病院収入

徴収不能引当金(*2)

大学改革支援・学位授与

機構債務負担金 ( ) ( ) ( )

長期借入金 ( ) ( ) ( )

リース債務 ( ) ( ) ( )

負債に計上されているものについては、( )で示しております。

未収附属病院収入に個別に計上している徴収不能引当金を控除しております。

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

のレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格に

より算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプッ

トを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ

ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を

分類しております。

△ 100

△ 735,92910,499,786

138,658

1,650,746

(3)

1,692,480 △ 107,860

時価(*1) 差額(*1)

1,730,480 79,734

5,156,739 -(2) 5,156,739

5,121,984 5,121,984 -

△ 34,755 △ 34,755 -

貸借対照表計上額(*1)

１．

(1)

138,758

２．

1,800,340

(*1)

(*2)

(5)

(4) 11,235,716

1 1 
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